
連合大阪 2024 春闘決起集会の
参加について 

 3月 1日、「2024春季生活闘争総決起集会」が

扇町公園で開催された。全国一般大阪からは 18

名の仲間が参加をした。3 月上旬でまだまだ寒

さが残る中、全体では約 8900名が参加をしたと

の報告があった。 

 冒頭のあいさつでは、連合大阪の田中会長は

「未来づくり春闘で仲間の力を結集し、社会的

うねりを作りだすため一丸となってとりくむべ

きである」として、「今こそ社会全体での問題意

識を共有して、持続的な賃上げを実現していか

なければならない」と強く訴えかけた。続いて

中小労組の代表として、ＪＡＭと私鉄労連の代

表者が「定年延長、労働環境の改善の必要性」

などをそれぞれ決意表明した。そして連帯アピ

ールとして「職場や地域のすべての働く者が昨

年を上回る賃上げを勝ち取り、ステージを変え、

社会を変えて行こう！そして 2024 春季生活闘

争を粘り強く全力で闘い抜く」とする集会宣言

が採択された。最後はガンバロウ三唱で集会を

終えた。 
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４
春
季
生
活
闘
争  

第
二
回
回
答
集
計
結
果
に
つ
い
て 

 

連
合
の
発
表
に
よ
る
と
、
2024
春
季
生
活
闘
争
の
第

二
回
回
答
集
計
を
行
っ
た
結
果
を
み
る
と
、
平
均
賃
金

方
式
で
回
答
を
引
き
出
し
た
1,446
組
合
の
定
昇
相
当
込

み
賃
上
げ
の
加
重
平
均
は 

１
６
，
３
７
９ 

円
・
5.25
％

（
昨
年
同
時
期
比
４
，
８
２
５
円
増
・
1.49 
ポ
イ
ン
ト

増
）
と
な
っ
た
。
第
一
回
回
答
集
計
（
１
６
，
４
６
９ 

円
・
5.28
％
）
と
ほ
ぼ
同
水
準
を
維
持
し
て
お
り
、
比

較
可
能
な
2013 
闘
争
以
降
で
、
額
・
率
と
も
最
も
高
い
。

賃
上
げ
分
が
明
確
に
分
か
る
1,237
組
合
の
賃
上
げ
分

は
、 

１
１
，
２
６
２
円
・
3.64
％
（
同
４
，
６
６
８
円

増
・
1.39
ポ
イ
ン
ト
増
）
で
、
賃
上
げ
分
が
明
確
に
わ

か
る
組
合
の
集
計
を
開
始
し
た
2015
闘
争
以
降
、
最
も

高
く
な
っ
た
。
1,446
組
合
の
う
ち
、
組
合
員
300 
人
未
満

の
中
小
組
合
は
777
組
合
で
、
そ
の
定
昇
相
当
込
み 

賃

上
げ
は 

１
１
，
９
１
６
円
・
4.50
％
（
同
３
，
１
５
３

円
増
・
1.11 

ポ
イ
ン
ト
増
）
と
な
り
、
全
体
と
同
じ
く

2013
闘
争
以
降
最
も
高
い
。
賃
上
げ
分
が
明
確
に
分
か

る
中
小
組
合
607
組
合
の
賃
上
げ
分
は
８
，
５
４
９

円
・
3.15
％
（
同
３
，
０
７
６
円
増
1.09
ポ
イ
ン
ト
増
）

で
、
2015
闘
争
以
降
で
最
も
高
い
。 

 

全
国
一
般
大
阪
の
２
０
２
４
春
闘 

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
！ 

大
手
労
組
の
集
中
回
答
が
3
月
13
日
に
あ
っ
て
、

多
く
の
企
業
で
満
額
回
答
が
示
さ
れ
る
中
、
い
よ
い
よ

中
小
企
業
の
2024
春
闘
が
本
格
化
す
る
。
全
国
一
般
大

阪
の
2024
春
闘
の
各
職
場
の
集
計
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。
3
月
25
日
現
在
、
26
組
合
支
部
要
求
平
均
１

７
，
１
０
２
円
（
6.35
％
：
21
組
合
支
部
）
、
7
組
合

支
部
回
答
平
均
１
０
，
３
５
１
円
（
4.0
％
：
6
組
合

支
部
）
、
6
組
合
支
部
妥
結
平
均
１
０
，
０
７
５
円

（
4.0
％
：
6
組
合
支
部
）
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み

に
昨
年
の
同
月
同
日
で
比
較
す
る
と
、
3
組
合
支
部

妥
結
平
均
９
，
０
３
３
円
（
3.62
％
：
3
組
合
支
部
）

で
昨
年
よ
り
も
微
増
と
な
っ
て
い
て
、
最
終
の
ト
ー
タ

ル
だ
と
、
26
組
合
支
部
妥
結
平
均
６
，
６
６
８
円
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2024
春
闘
の
集
中
回
答
日
（
3
月
13
日
） 

賃
上
げ
水
準
は
満
額
回
答
相
次
ぐ 

要
求
額
超
え
の
回
答
も
・
・
・ 

 

2024
年
、
春
闘
の
集
中
回
答
日
が
3
月
13
日
に
あ
っ

た
。
大
手
の
組
合
の
要
求
に
対
す
る
各
社
の
回
答
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。
大
手
企
業
で
は
集
中
回
答
日
を
待
た
ず
に

高
い
賃
上
げ
水
準
で
決
着
す
る
動
き
も
相
次
い
で
い
る
。

今
年
の
春
闘
は
、
記
録
的
な
物
価
上
昇
を
背
景
に
お
よ
そ

30
年
ぶ
り
の
高
い
賃
上
げ
率
と
な
っ
た
去
年
の
勢
い
を

継
続
で
き
る
か
、
が
最
大
の
焦
点
と
な
り
、
こ
れ
が
中
小

企
業
に
ど
こ
ま
で
波
及
す
る
の
か
が
、
問
わ
れ
て
い
る
大

事
な
春
闘
だ
と
言
え
る
。 

 

今
年
の
集
中
回
答
を
受
け
て
、
連
合
の
芳
野
会
長
は 

「
2024
春
季
生
活
闘
争
を
経
済
も
賃
金
も
物
価
も
安
定
的

に
上
昇
す
る
経
済
社
会
へ
と
ス
テ
ー
ジ
転
換
を
は
か
る

正
念
場
と
位
置
づ
け
、
昨
年
を
上
回
る
賃
上
げ
で
、
す
べ

て
の
働
く
仲
間
の
生
活
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
方
針
を

掲
げ
た
。
2
月
末
ま
で
に
賃
上
げ
を
要
求
し
た
組
合
数

は
昨
年
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。
先
行
組
合
回
答
引
き
出
し

の
ヤ
マ
場
（
3
月
12
～
14
日
）
に
向
け
て
、
要
求
の
趣

旨
に
沿
っ
た
最
大
限
の
回
答
引
き
出
し
に
全
力
を
あ
げ

る
と
と
も
に
、
総
力
を
あ
げ
て
後
に
続
く
組
合
の
交
渉
環

境
を
支
え
る
。
同
時
に
労
働
組
合
の
な
い
企
業
の
賃
上
げ

に
向
け
た
世
論
醸
成
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
交
渉

を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
幅
広
い
産
業
の
労
働
組
合
が
要

求
の
趣
旨
に
沿
っ
た
回
答
を
引
き
出
し
た
。
」
と
述
べ
て

い
る
。
ち
な
み
に
昨
年
の
賃
上
げ
率
は
3.6
％
の
高
水
準

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
実
質
賃
金
は
22
ヶ
月
連
続
で
マ

イ
ナ
ス
で
推
移
し
て
い
て
、
物
価
高
に
賃
金
上
昇
が
追
い

付
い
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
は
た
し
て
中
小
企

業
で
働
く
全
国
一
般
大
阪
の
仲
間
に
は
ど
れ
だ
け
実
感

で
き
た
だ
ろ
う
か
？  

 

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
全
国
一
般
大
阪
の
2024
春
闘
は

要
求
書
を
出
し
て
交
渉
が
本
格
化
す
る
今
春
闘
こ
そ
は
、

こ
の
機
運
に
乗
っ
て
要
求
を
し
て
賃
上
げ
を
勝
ち
取
れ

る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
。 

                          

２
０
２
４
春
闘
ス
タ
ー
ト
！ 

 
 

昨
年
を
上
回
る
賃
上
げ
を
め
ざ
そ
う
！ 

2.36
％
で
あ
っ
た
。
昨
年
は
急
激
な
物
価
高
騰
で
賃

上
げ
が
出
来
な
い
、
見
送
る
な
ど
の
職
場
が
散
見

さ
れ
た
の
で
例
年
よ
り
も
妥
結
数
の
実
績
が
少
な

か
っ
た
。
今
年
度
は
物
価
高
の
影
響
や
22
ヶ
月
連

続
の
実
質
賃
金
の
マ
イ
ナ
ス
で
、
労
働
者
の
生
活

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
し
か
し
大
手
企
業
が

要
求
通
り
に
回
答
を
得
て
い
た
り
、
世
間
的
に
も

賃
上
げ
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
を
鑑
み
る

と
、
全
国
一
般
大
阪
の
各
職
場
で
も
、
こ
の
よ
う

な
厳
し
い
社
会
情
勢
で
は
あ
る
が
、
現
在
団
体
交

渉
中
の
職
場
も
多
く
、
ま
た
執
行
委
員
会
等
で
慎

重
に
議
論
し
て
、
要
求
額
を
決
め
て
い
る
職
場
な

ど
各
々
の
職
場
の
状
況
に
合
わ
せ
て
2024
春
闘
を
闘

っ
て
い
る
。
全
国
一
般
大
阪
の
回
答
速
報
を
見
る

現
在
は
1
万
円
台
で
妥
結
し
て
い
る
組
合
支
部
は

3
つ
あ
り
、
昨
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
4
月
・
5

月
に
な
る
に
連
れ
て
賃
上
げ
の
幅
が
小
さ
く
な
る

傾
向
が
あ
る
の
で
、
現
在
団
体
交
渉
中
の
組
合
支

部
に
は
早
期
の
団
体
交
渉
で
の
決
着
を
図
る
べ

く
、
2024
春
闘
の
勝
利
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
、
要

求
通
り
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取
れ
る
よ
う
団
結
し
て

頑
張
ろ
う
！ 

 
 

                                 

平均賃金方式（第 2回 回答集計結果）  

（集計組合員数による加重平均） 

平 

均 

賃 

金 

方 

式 

2024回答（2024/3/22集計） 昨年  

対比 

円 

2023回答（2023/3/24集計） 

集計組合数 引上額 

円 

引上率 

％ 

集計組合数 引上額 

円 

引上率 

％ 集計組合員数 集計組合員数 

1446組合 

1,946,077人 
16,379 5.25 

△4,825 

△1.49㌽ 

1290組合 

1,814,449人 
11,554 3.76 

300 人

未 満 

777組合 

38,450人 
11.916 4.50 

△3,153 

△0.91㌽ 

706組合 

77,374人 
8,763 3.39 

300 人

以 上 

669組合 

1,865,608人 
16,572 5.28 

△4,889 

△1.50㌽ 

584組合 

1,737,075人 
11,683 3.78 

 

 

 

 

 



労弁らが「反組合的使用者に鉄槌を！」集会を開催 
 大阪労働者弁護団とおおさかユニオンネットワークが共催する経営側

の不当労働行為と闘う集会が開催された。労働法の権威・西谷敏教授が「労

働組合活動の権利と限界」と題する講演を行い、それを受けて各組合が不

当労働行為に抗する闘いの報告を行った。会場あふれるばかりに労働者と

弁護士が結集し集会は活気づいた。 

西谷教授は、まず、憲法 28 条の団体行動権（争議権その他）と組合活動

を含む「団体的行動」という概念を使い、今ビラ配布などの組合宣伝活動

（団体的行動）の権利が脅かされていると問題提起した。西谷教授は以前

はストライキや順法闘争が行われたが労働組合が弱体化しそれが少なく

なりピケッティング、組合バッジ、ビラ貼り等の判例も労働者にとって悪

くなっていること、今日ではさらに労働組合の宣伝活動に対して経営側が

対抗措置として様々な妨害、懲戒処分、名誉棄損の裁判に出ていることを

訴えた。ビラについては目的の公共性、事実に反しないこと、人身攻撃が

ないこと、注意すべき点を指摘し、組合活動が正当である限り、ビラ配布

に対する経営側の損害賠償請求は支配介入の不当労働行為であるといい、

組合が損害賠償請求された山紀会事件では不当労働行為が認められた、そ

の意義は大きい、などと講演した。 

続いて、社会医療法人山紀会の役員が厳しい組合潰しに抗する闘いを報

告、連帯生コン支部は刑事弾圧に抗する裁判の報告を行い、それぞれの弁

護団がその法的意味と意義を解説した。最後に、全港湾の役員は沖縄で

1000 名の仲間が米駆逐艦石垣島沖停泊に反対して抗議ストを構えている

ことを報告し、反戦・平和の闘いにともに取り組ように訴えた。戦争の危

機が進行し、ストに対するバッシングが強い中、労働組合が反戦ストを通

告した意義は大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 春闘職場オルグ（職場訪問）行動について 
日 時：2024年 4月 15日(月)～19日(金) 

参加者：執行部 

対象者：各職場（23組合・支部） 

内 容：2024春闘の要求・回答・妥結状況についての報告 

2024春闘での具体的なとりくみについて 

      その他、付帯要求などについて 

補 足：職場オルグ（職場訪問）を実施するところは第 6回執行委員会

（3/18）で確認済みです。各職場は、受け入れ体制をよろしく

お願いします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治労府本部 2024 年度共済集会参加について 
 3 月 1～2 日の 2 日間にわたり、1 日目はシティプラザ大阪で、2 日

目は PLP 会館 5 階大会議室で開催された。全国一般大阪からは 1 日目

は阿久津書記が、2 日目は太田書記長が参加をした。全体で 135 名ほ

どが参加をしていた。2022 年 10 月の改正でメリットが増大した団体

生命共済への若年層の加入拡大が大きなテーマであり、組織強化・拡

大に向けたとりくみを促進する集会でもあった。 

 １日目は主催者あいさつとして自治労府本部中野執行委員長があい

さつを行い、「能登半島沖地震の被災状況に触れて“スマイル共済”の

活用を組合員に周知徹底をお願いしたい」と呼びかけた。基調提起を

自治労府本部金子副委員長が行い、「府本部第 8次組織計画にもとづく

労働者自主福祉運動の推進について」府本部の取り組みと単組共済推

進委員会の設置や組合加入・継続につながるような府本部 LINE公式ア

カウントの利用促進を呼びかけた。 

その後、㈱FP ユニオン Labo ファイナンシャルプランナーの八木澤

浩司さんが「じちろう共済の推進活動を通じた組織を強化・拡大する

方法」というテーマで講演し、じちろう共済の強みを活かして組合員

の可処分所得を増やすことができるとし、団体生命共済、税制適格年

金の強みを紹介した。続いて自治労府本部明石組織対策部長が「定年

延長に伴う 60歳以上の職員に対する加入促進」を講演し、今年 4月か

ら施行される定年引上げに伴い、組合員資格を改めて有する対象者に

各単組で再加入方針を確立させて説明をする必要がある、強調した。 

 2日目は、こくみん共済 coop大阪推進本部から「自然災害への備え、

自賠責共済の取り組み」についての説明と、事務の取り扱い変更と各

種帳票の改訂、新規採用者への取り組みなどの報告があった。また、

同時にコンプライアンス研修を行い、学習を深めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当面のスケジュール 
【2024/3】 

・3/28(木)13:30 江崎運送支部団交   エルおおさか 

16:30 興産管理サービス支部団交  ダイビル本館 4階 

・3/29(水)18:00 WEB_南大阪地域協議会        永大産業労組 

・3/30(木)13:50 止めよう！戦争への道めざそう！アジアの平和 2024 関西の集い

       エルシアター 

【2024/4】 

・4/02(火)19:00 WEB_サンプラザ労組執行委員会  全国一般大阪事務所 

・4/03(水)18:00 さくら会病院労組団交   大野コミュニティ  

  18:00 第 8回府本部執行委員会＆共済推進委員会 PLP会館中会議室 

・4/05(金)15:00 書記局会議＆打合せ   全国一般大阪事務所 

  18:15  第 3回五役会議   全国一般大阪事務所 

・4/06(土)15:00 ユニオンおおさか職場交流会  全国一般大阪会議室 

・4/11(木)16:00 布亀支部団交    全国一般大阪会議室 

・4/12(金)15:00 阪南地域協議会   サンクスエア堺 

     18:00 委託連合執行委員会   大野コミュニティ 

     18:00 内藤証券労組執行委員会  全国一般大阪事務所 

・4/13(土)18:00 ユニオンおおさか執行委員会  全国一般大阪事務所 

・4/15～19    春闘職場オルグ行動   各職場 

・4/15(月)18:30 第 7回執行委員会   全国一般大阪会議室 

・4/18(木)18:30 北大阪地域協議会   全国一般大阪事務所 

・4/19(金)18:30 青年女性部幹事会   全国一般大阪事務所 

・4/20(土)15:00 第 101回中小労働運動セミナー  全国一般大阪事務所 

・4/22(月)18:30 第 3回組織強化拡大委員会  全国一般大阪事務所 

・4/23(火)18:00 さくら会病院労組執行委員会  大野コミュニティ 

  18:30  全国一般・公民評共同行動委員会 全国一般大阪事務所 

・4/24(水)18:30 東南地域協議会   サンビー労組 

・4/25(木)18:30 府本部第 1回労働安全衛生セミナー PLP会館 4階小 B 

・4/26(金)18:30 連合大阪労働関係セミナー  エルおおさか南館 7階 

 

地裁・労働委員会日程 
◆ユニオンおおさか 

◇シークス支部 

・解雇撤回労働審判申立   2019/ 5/14 

・地裁最終弁論    2021/12/17 

・判決・敗訴    2022/ 3/28 

・控訴・高裁    2022/ 4/ 6 

・退職金地裁提訴   2022/11/21 

・高裁判決（棄却）   2022/11/24 

(上告受理申立 12/8） 

・退職金弁論           2024/ 3/ 8（次回 4/26） 

◇アクタス支部 

・第 2回口頭弁論   2024/ 1/31 (次回 4/12) 

◇サトムラ支部 

・証人調べ    2024/ 4/ 2 

◇都島自動車学校支部 

・第 1回調査    2024/ 2/15（次回 4/11） 

◇エムシーインターナショナル支部 

・救済申立    2024/ 2/19（次回調査 4/9） 

◇新関西国際空港支部 

・あっせん申請      2024/ 3/21 


